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調査は予定地東西方向の中心線にそった 2×2mのテストピットを 9m間隔に 2ケ所設
定し発掘を行なった。東側がTp 1西側Tp 2である。
層位は黄砂層をはきみ大きく上下2層に区別された。 Tp 1の上層は上から淡褐色土層，
灰黒色耕土層があり，遺物は出土しなかった。下層は北面では黒褐色砂質士層 3層に細分
されるが南面で区別できない。黒褐色土層の上部から，加工した半裁竹管で施文した縄文
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時代前期末の土器と中期末の土器，植物遺体が出土した。黒褐色土層の
下は地山の白砂層である。
TP2の上層には上から灰黒色耕土層，灰白色砂層，灰褐色土層があ
る。灰白色砂層，灰褐色土層，黄砂層を掘りこむ近代の溝があり，鉄片
と土師器細片が出土した。下層には黒褐色土層があり，植物遺体が出土
した。黒褐色土層の下は地山の白砂層である。
縄文土器を出土した黒褐色土層は東側が西側より厚く，北から南にか
けて高くなる。
本調査の結果この地点に縄文時代前期末～中期にかけての土器を包含
する層のあることが確かめられた。 （宇野）
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